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２年 保健体育       週 3 時間       
                                                                                    


１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力）                        


〇運動の特性に応じた技能を理解するとともに、基本的な技能を身に付ける。 


〇個人生活における健康・安全について理解する。 


〇運動や健康についての自他の課題を発見し、合理的な解決に向けて考え、判断するとと


もに、他者に伝える力を養う。 


〇生涯にわたって運動に親しむとともに、健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく


豊かな生活を営む態度を養う。 


 


２ 男女共習年間学習計画と単元(題材)    
学


期 
月 題材名・単元名 内容 達成目標(ねらい） 


 
 
 
 
 


１ 
 


学 
 


期 
 


 
 
 
 
 
 


２ 
 


学 
 


期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


３
学
期 
 


 
４ 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
６ 
 
 
 
７ 
 
 
 
９ 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 
 
11 
 
 
 
12 
 
 
 
１ 
 
 
 
２ 
 
 
 
３ 


 
・体つくり運動 
 
 
・陸上競技① 
   
・運動会練習 
・陸上競技② 
 
・器械運動① 
 
・新体力テスト 
 
 
・体育理論 
 
 
・水泳 
 
 
 
 
・傷害の防止① 
 
 
 
・球技① 
「ベースボール型」 
 
・球技② 
「ネット型」 
 
・武道 
「柔道」 
 
・ダンス 
 
 
 
・陸上競技③ 
 
 
 
・球技③ 
「ゴール型」 
 
 
・傷害の防止② 
・健康と環境 
 
 


 
・体ほぐしの運動 
・体力を高める運動 
 
・短距離走・リレー 
・種目の練習 
 
・幅跳び 
 
・マット運動 
 
・新体力テスト計測 
 
 
・運動やスポーツの 


意義や効果 他 
 
・クロール、平泳ぎ、


背泳ぎ 
 
 
 
・傷害の発生要因 他 
 
 
 
・ソフトボール 
 
 
・バレーボール 
 
 
・受け身、固め技 
・投げ技 
 
・現代的リズムのダン 
 ス 
 
 
・長距離走 
 
 
 
・サッカー 
 
 
 
・応急手当の意義と実 
 際 
・生活習慣病などの予 
 防  他 


 
・目的に適した運動を身に付ける。 
・仲間と自主的に関わる。 
 
・基本技能を身に付ける。 
・協力しながら練習に取り組む。 
・種目のルールややり方を理解する。 
 
・技ができる楽しさや喜びを味わい


その技ができるようにする。 
 
・測定の方法や測定する体力を覚え


る。 
 
・運動やスポーツの意義や効果と安


全な行い方を理解する。 
 
・各泳法を身に付け、楽しさや喜び


を味わう。 
・長時間続けて泳ぐ能力を身に付け


る。 
 
・交通事故や自然災害などによる傷


害を防止して安全に楽しい中学校
生活を送れるようにする。 


 
・基本技能を身に付ける。ゲームを


展開できるようにする。 
 
・基本技能を身に付ける。ゲームを


展開できるようにする。 
 
・技ができる楽しさや喜びを味わう 
・基本技能を身に付ける。 
 
・みんなで踊ることの楽しさを味わ


う。 
・表現を通した交流ができる。 
 
・自分の能力に適した課題をつかみ


技能を高め、記録を高めることが
できる。 


 
・基本技能を身に付ける。ゲームを


展開できるようにする。 
 
 
・健康な生活と疾病の予防について


理解する。 
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３ 評価方法                                                                  
各観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 ・各領域における「運動の特性や成り
立ち」、「技術（技）の名称や行い
方」、「関連して高まる体力」、「伝
統的な考え方」、「表現の仕方」な
どの知識習得、理解ができている。 


・各領域の基本的な技能や動きを身に
付け、記録や技に挑戦し、簡易な試
合や発表ができる。 


・観察 
・学習ノート・学習カード 
・定期テスト 
・小テスト 
・レポート 
・記録測定 
・技能テスト 
・観察 


思考・判断・表現 ・学習した知識や技能を活用して、自
己の課題に応じた解決ができる 


・自他の課題を発見し、合理的な解決
に向けて考え、判断するとともに、
他者に伝えることができる。 


・観察 
・学習ノート，学習カード 
・技能テスト、小テスト 
・レポート 


主 体 的 に 学 習 に 取 り
組む態度 


・各領域に自ら進んで取り組める。 
・公正に取り組むことができる。 
・ルールマナーを大切にしようとして


いる。 
・お互いに協力できている。 
・自分の役割を果たすことができてい


る。 
・相手を尊重し、伝統的な行動の仕方


を大切にしようとしている。 


・出欠席状況 
・観察、授業態度、発言等 
・小テスト 
・学習ノート、カードなど提


出物 
 


 
４ 授業の取組についてのアドバイス 


・欠席、見学をしないようにする。 


・授業に必要なものを忘れない。（体育着、教科書、保健体育ノートなど）  


・意欲的に授業に参加する。（何事にも積極的にチャレンジする。記録向上を目指して努


力する。協力して活動する。準備や片付けに積極的に取り組むなど） 


・学習カードに具体的に授業でできたこと、課題、次回の取組を記入し提出する。 


 


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス  


・健康管理に気を付け、欠席のないようにする。 


・その日のうちに学習の振り返り（復習）を行う。 


・ランニングや筋力トレーニング、ストレッチなど日頃から基礎トレーニングを行う。   


                                                                                          


６ 定期テスト前の取組についてのアドバイス   


  ・授業で配布されたプリントを活用する。 


  ・教科書、実技教科書（ステップアップ）、ワークなどを活用する。   


 ・授業での先生の話を集中して聞く。 


 ・疑問があれば先生に質問する。 


 


７ 苦手な人の取組についてのアドバイス  


・何事にも失敗を恐れずに積極的にチャレンジする。 


・授業の取組についてのアドバイスをよく聞き、実践する。 


・記録向上を目指し、繰り返し地道に努力する。 


・提出物を期日までに提出する。 
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２年 国語 週４時間


１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力）
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力
次のとおり育成することを目指す。
（１）社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。
（２）社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。
（３）言葉がもつ価値を認識するとともに、言語感覚を豊かにし、我が国の言語文化に関わり、国語


を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。


２ 年間学習計画と単元（題材）
月 内 容 達 成 目 標（ねらい）学


期


１ ４ ・名づけられた葉 知・技 ・類義語や対義語、同音異義語等について理解し、話や文章の
読む 中で使うことを通して語感を豊かにすることができている。（ ）


学 思判表 ・詩のリズムを感じながら音読し、表現の効果について考えるこ
とができている。


期 ・詩に込められたものの見方を捉えることができている。
主 ・詩のメッセージについて考えたことを積極的に伝え合おうとし


ている。
・セミロングホーム 知・技 ・情報と情報との関係の様々な表し方を理解し活用できている。
・読み方を学ぼう① 思判表 ・人物の設定の仕方を捉え、表現や構成の工夫とその効果につい
〈人物設定〉 て考えることができている。


読む 主 ・表現や構成の工夫とその効果について考えたことを文章にまと（ ）
め、意欲的に伝え合おうとしている。


・言葉発見① 知・技 ・敬語の働きについて理解し、敬語を使うことができている。
、 。敬語の意味と種類 主 ・敬語の働きを理解し 進んで学習課題に取り組もうとしている


（ ）知・技
５ ・グループディスカ 知・技 ・意見と根拠、具体と抽象など、情報と情報との関係について理


ッション 解できている。
話す・聞く 思判表 ・互いの立場や考えを尊重しながら話し合いを深めるための方法（ ）


を理解し、活用できている。
・相手の考えと比較しながら聞き、自分の考えをまとめることが
てきている。


主 ・相手の立場や考えを尊重し、積極的に討論しようとしている。
・漢字を身につけよ 知・技 ・常用漢字の読み書きについて理解を深めることができている。
う① 知・技 主 ・進んで常用漢字を理解し学習課題に取り組もうとしている。（ ）


・書写 知・技 ・行書と仮名の調和に気を付けて書くことができている。
行書と仮名


・読み方を学ぼう② 知・技 ・意見と根拠、具体と抽象など、情報と情報との関係について理
解することができている。〈 〉発展的な論の展開


・人間は他の星に住 思判表 ・主張と例示との関係に着目して読み、内容を理解できている。
むことができるの ・文章の構成や論理の展開とその効果について考えられている。
か 読む 主 ・文章の構成や論理の展開について考え、学習課題に沿って理解（ ）


したことや考えたことを意欲的に説明しようとしている。
６ ・手紙・メール 知・技 ・敬語の働きを理解し、話や文章の中で使うことができている。


書く 思判表 ・相手に伝えたい事柄や気持ちを明確にして、手紙の形式を踏ま（ ）
えて書くことができている。


・内容が正しく分かりやすく伝わるように、聞き手の立場に立っ
て文章を整えることができている。


主 ・表現の効果等を粘り強く確かめ、相手を考慮して書くことがで
きている。


・言葉発見② 知・技 ・言葉には相手の行動を促す働きがあることを理解できている。
言葉の働きとコミ 主 ・言葉のもつ働きを理解し、学習したことを生かして積極的に課
ュニケーション 題に取り組もうとしている。


（ ）知・技
・漢字を身につけよ 知・技 ・常用漢字の読み書きについて理解を深めることができている。
う② 知・技 主 ・進んで常用漢字を理解し学習課題に取り組もうとしている。（ ）


・短歌の世界 知・技 ・意見と根拠、具体と抽象など、情報と情報との関係について理
・読み方を学ぼう③ 解することができている。


。〈想像〉 思判表 ・短歌のリズムや表現方法などの特徴を捉えることができている
読む ・情景や心情を表す語句に注意して、短歌についての理解を深め（ ）


ることができている。
・表現の工夫や効果を踏まえて互いの考えや思いを伝え合い、自
分の考えを広げたり深めたりすることができている。


主 ・知識や経験と結び付け、進んで自分の考えを伝えようとして
いる。


・書写 知・技 ・行書の特徴や基礎的な書き方について理解を深め、学習と生活
行書の書き方 に生かすことができている。


７ ・短歌・俳句 知・技 ・抽象的な概念を表す語句の量を増やし、語彙を豊かにすること
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ができている。
表現の仕方を工夫 思判表 ・情景や感動が伝わるように、表現を工夫して書くことができて
して豊かに表す いる。


書く ・互いの作品を読み合い、表現の工夫等について意見を交流する（ ）
ことができている。


主 ・文章の良い点や改善点を粘り強く見いだし、創作活動に意欲的
に取り組んでいる。


・文法の窓① 知・技 ・用言の活用について理解できている。
文法のまとめ 主 ・単語の活用について進んで理解し、学習課題に意欲的に取り組
用言の活用 もうとしている。


（ ）知・技
・壁に残された伝言 知・技 ・語句について理解したことを話や文章の中で使うことを通して


読む 語感を磨き、語彙を豊かにすることができている。（ ）
思判表 ・文章の全体と部分との関係に着目して読み、内容を理解するこ


とができている。
・文章を読んで理解したことを知識や経験と結び付け、筆者の思
いを踏まえて、自分の考えを広げたり深めたりできている。


主 ・学習課題に沿って理解したことを知識や経験と結び付け、積極
的に説明しようとしている。


、・私の読書体験 知・技 ・本や文章にはさまざまな立場や考えが書かれていることを知り
生涯の友と出会う 読書に生かすことができている。


読む 思判表 ・読書を通して、自分の考えを広げたり深めたりすることができ（ ）
ている。


主 ・学習したことを生かして、本や新聞、インターネットなどから
集めた情報を進んで活用しようとしている。


・漢字を身につけよ 知・技 ・常用漢字の読み書きについて理解を深めることができている。
う③ 知・技 主 ・進んで常用漢字を理解し学習課題に取り組もうとしている。（ ）


２ ９ ・１００年後の水を 知・技 ・情報と情報との関係のさまざまな表し方を理解し使うことがで
守る きている。


学 ・読み方を学ぼう④ 思判表 ・文章と図表などを結び付けて、筆者の考えを捉えられている。
〈図表と文章〉 ・文章を読んで理解したことと、知識や経験を結び付けて、自分


期 読む の考えを広げることができている。（ ）
主 ・図表と文書を結び付けて内容を理解し、学習課題に意欲的に取


り組もうとしている。
・言葉発見③ 知・技 ・上位語・下位語の関係について理解を深められている。


、 。上位語・下位語 主 ・抽象的な概念を表す語句の量を 意欲的に増やそうとしている
）(知・技


・プレゼンテーショ 知・技 ・意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について
ン 話す・聞く 理解できている。（ ）


思判表 ・社会生活の中から題材を探し、根拠の適切さや論理の展開など
に注意して、話の構成を工夫できている。


・資料や教育機器を効果的に活用して表現を工夫できている。
主 ・積極的に資料や機器を用い、見通しをもって説明や提案をしよ


うとしている。
・漢字を身につけよ 知・技 ・常用漢字の読み書きについて理解を深めることができている。
う④ (知・技 主 ・すすんで常用漢字を理解し学習課題に取り組もうとしている。）


、 。・書写 知・技 ・行書に調和する仮名の特徴を理解し 書き方を理解できている
行書に調和する
仮名10


・枕草子・徒然草 知・技 ・作品の特徴を生かして朗読し、古典の世界に親しめている。
読む ・現代語訳や語注等を手がかりにして作品を読み、古典に表れた（ ）


ものの見方や考え方を知ることができている。
思判表 ・自然や人間に対する、作者のものの見方や感じ方を捉えること


ができている。
・古人の心情を現代の自分たちとの対比の中で読み取れている。


主 ・すすんで他の章段を読むなど、古典学習に意欲的に取り組んで
いる。


・表現プラザ 知・技 ・抽象的な概念をもつ語句の量を増やし、語彙を豊かにするとと
私の 枕草子 徒 もに、語感を磨くことができている。「 」「
然草 書く 思判表 ・日常生活や社会生活の中から題材を決めて、伝えたいことを明」 （ ）


確にして書くことができている。
・読み手の立場に立って、表現の効果を考えながら文章を整える
ことができている。


主 ・伝えたいことが明確になるように粘り強く表現を工夫し、学習
の見通しをもって感じたことを書こうとしている。


・平家物語 読む 知・技 ・作品の特徴を生かして朗読し、古典の世界に親しめている。（ ）
・読み方を学ぼう⑤ ・現代語訳や語注等を手がかりにして作品を読み、古典に表れた
〈物語の転換点〉 ものの見方や考え方を知ることができている。


・コラム 思判表 ・語句の意味に注意しながら音読し、古典のリズムを味わうこと
あの人の歌 がてきている。
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・場面や状況を捉え、登場人物の考え方について、自分の考えを
もつことができている。


主 ・文章の構成や論理の展開などを捉え、平家物語の世界をさらに
深く味わおうとしている。


・漢詩の世界 知・技 ・作品の特徴を生かして朗読し、古典の世界に親しめている。
・漢文の読み方 ・現代語訳や語注等を手がかりにして作品を読み、古典に表れた
・漢詩の形式 ものの見方や考え方を知ることができている。


思判表 ・漢詩の表現やリズムを捉え、漢詩を読み味わうことができてい
る。


・漢詩に描かれた情景を捉え、古人の心情を想像することができ
ている。


主 ・文章の構成や表現の効果について進んで考え、学習課題に沿っ
て考えたことを伝え合っている。


・漢字のしくみ① 知・技 ・熟語の構成、熟字訓について理解を深めることができている。
熟語の構成 主 ・すすんで常用漢字を理解し学習課題に取り組もうとしている。


（ ）熟字訓 知・技
・漢字を身につけよ 知・技 ・常用漢字の読み書きについて理解を深めることができている。
う⑤ 主 ・すすんで常用漢字を理解し学習課題に取り組もうとしている。11


・複数の情報を関連 知・技 ・意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解
付けて考えをまと できている。
める。 ・情報と情報との関係のさまざまな表し方を理解し使うことが


話す・聞く できている。（ ）
・共生社会に関する 思判表 ・互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、考えをまとめるこ
データ 読む とができている。（ ）


・自立とは「依存先 ・文章を読んで考えたことや理解したことを知識や経験と結びつ
を増やすこと」 け、自分の考えを広げたり深めたりすることができている。


読む 主 ・情報と情報との関係に注意して、積極的に内容を解釈しようと（ ）
している。


・投稿文 知・技 ・意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解
書く できている。（ ）


思判表 ・多様な方法で集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にする
ことができている。


・自分の意見と根拠を明確にして、説得力のある文章を書くこと
ができている。


主 ・粘り強く材料を整理して、伝えたいことを明確にして、見通し
をもって投稿文を書こうとしている。


・文法の窓② 知・技 ・助詞、助動詞のはたらきや文の構成について理解できている。
文法のまとめ 主 ・学習したことを生かして、すすんで学習課題に取り組もうとし
助詞・助動詞の ている。


（ ）はたらき 知・技
・漢字を身につけよ 知・技 ・常用漢字の読み書きについて理解を深めることができている。
う⑥ 主 ・すすんで常用漢字を理解し学習課題に取り組もうとしている。


・大阿蘇 読む 知・技 ・語句についての理解したことを話や文章の中で使うことを通し12 （ ）
て、語感を磨き、語彙を豊かにできている。


思判表 ・詩の表現技法とその効果を理解し、描かれた情景を読み取るこ
とができている。


・眼前に展開する自然の姿を捉え、想像豊かに朗読できている。
主 ・表現の効果についてすすんで考え、学習課題に意欲的に取り組


もうとしている。
・言葉発見④ 知・技 ・類義語、対義語、多義語を理解できている。
類義語、対義語、 主 ・類義語、対義語、多義語について理解したことを生かして、
多義語 知・技 積極的に学習課題に取り組もうとしている。（ ）


・小さな手袋 知・技 ・情報と情報との関係のさまざまな表し方を理解し使えている。
・読み方を学ぼう⑥ 思判表 ・登場人物の人物像と相互関係を捉えられている。


、 。〈象徴〉 ・主人公の言動に着目し その意図や心情を読み深められている
主 ・進んで登場人物の言動の意味などについて考え、学習課題に沿


って考えを伝え合おうとしている。
・読書活動 知・技 ・意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解
ビブリオバトル できている。


話す・聞く ・本や文章などには、さまざまな立場や考えが書かれていること（ ）
を知り、読書活動に生かすことができている。


思判表 ・自分の立場や考えが明確になるように、根拠の適切さや論理の
展開などに注意して、話の構成を工夫することができている。


主 ・積極的に話の構成を工夫し、見通しをもって提案しようとして
いる。


・創作文 知・技 ・語句について学習したこと話や文章の中で使うことを通して、
読みたくなるしく 語感を磨き、語彙を豊かにすることができている。
みを工夫する 思判表 ・作品の魅力や特徴が効果的に伝わるように、描写や展開などを


書く 工夫して書くことができている。（ ）
・作品を読み合い、表現の工夫や元の作品の生かし方などにつ
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いて意見を交流し、自分の考えを広げることができている。
主 ・粘り強く文章の構成や展開を工夫し、感じたことや想像したこ


とを、見通しをもって書こうとしている。
・書写 知・技 ・学習したことを活用して、書き初めの練習に意欲的に取り組む
書き初めの練習 ことができている。


３ １ ・動物園でできるこ 知・技 ・意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解
と できている。


、 、学 ・読み方を学ぼう⑦ 思判表 ・文章の全体と部分との関係や 主張と例示との関係に注意して
〈例示〉 筆者の主張を捉えることができている。


期 読む ・動物園に関する筆者の主張について、知識や経験と結びつけて（ ）
自分の考えを深めることができている。


主 ・すすんで主張と例示との関係などを捉え、自分の考えを伝え合
おうとしている。


・漢字のしくみ② 知・技 ・熟語の読みについて理解できている。
熟語の読み 主 ・すすんで熟語の読みを理解し、学習課題に取り組もうとしてい


知・技 る。（ ）
・論説文 知・技 ・情報と情報との関係のさまざまな表し方を理解し活用できて
構成を工夫して いる。
考えを伝える 思判表 ・文章の構成や展開を工夫して書くことができている。


書く ・根拠の適切さや表現の効果を考えて説得力のある文章を書くこ（ ）
とができている。


主 ・自分の考えが伝わるように、粘り強く文章の構成や表現を工夫
しようとしている。


・漢字を身につけよ 知・技 ・常用漢字の読み書きについて理解を深めることができている。
う⑧ 知・技 主 ・すすんで常用漢字を理解し学習課題に取り組もうとしている。（ ）


・書写 知・技 ・互いの作品を鑑賞し合い、今後の学習の課題を発見することが
書き初めの鑑賞 できている。


２ ・走れメロス 知・技 ・意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係を理解できて
・読み方を学ぼう⑧ いる。


、 。〈心内語〉 思判表 ・人物の言動の意味を考え 人物像とその変化を捉えられている
読む ・工夫された表現に着目して、文体の特徴を捉えて読み味わうこ（ ）


とができている。
主 ・登場人物の表現の効果について考えたことを、すすんで伝え合


おうとしている。
・漢字を身につけよ 知・技 ・常用漢字の読み書きについて理解を深めることができている。
う⑨ 知・技 主 ・すすんで常用漢字を理解し学習課題に取り組もうとしている。（ ）


３ ・情報誌 知・技 ・情報と情報との関係のさまざまな表し方を理解し活用すること
地域の魅力を振り ができている。
返って 思判表 ・集めた材料を整理し、伝える内容を検討するために編集会議を


話す・聞く 開き、話し合って、考えをまとめることができている。（ ）
（書く） ・地域の特色などについて、取材や調査で集めた情報を、効果的


な表現になるように工夫して文章にまとめられている。
・書写 知・技 ・楷書と行書の特徴、行書と仮名の調和等に気を付けて、作品を
１年間の学習の 仕上げることができている。
まとめ


３ 評価方法


評価の観点 評価規準 評価方法
知識・技能 社会生活に必要な国語について、その特質を ・漢字テスト


理解し、適切に使うことができている。 ・単元まとめテスト
・文法まとめテスト
・書写の作品提出


思考力・判断力・ 「話すこと・聞くこと 「書くこと 「読むこ 〇定期考査（３領域共通）」 」
表現力 と」の各領域において、社会生活における人 〈話すこと・聞くこと〉


との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の ・スピーチや討論等
思いや考えを広げたり深めたりすることがで ・評価シート
きている。 〈書くこと〉


・意見文、感想文、創作等
・評価シート


〈読むこと〉
・ノートの記述
・ワークシート
・単元の小テスト


主体的に学習に取 言葉を通じて積極的に人と関わったり、思い ・ノート
り組む態度 や考えを深めたりしながら、言葉がもつ価値 ・ワークシート


を認識しようとしているとともに、言語感覚 ・話し合い活動の記録
、 。を豊かにし 言葉を適切に使おうとしている
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４ 授業の取組についてのアドバイス
・発問に対しては、自分の頭で考え、友達との交流を通して、自分の考えを広げたり深めたりできるよう
にしましょう。


→ 友達の意見や考えを通して気付いたことを、ワークシートやノートに色ペンで書くなどして、自分の
思考の変容が分かるようにすると効果的です。


・黒板に書かれたことは、きちんとノートに書きましょう。


・友達の意見や先生の説明を聞いて、メモをとる習慣を身に付けましょう。


・宿題や提出物は、期限を守って提出しましょう。


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス
・毎時間漢字テストを実施します。範囲も事前に示されているので、満点をとれるよう毎日練習しましょ
う。


・復習も大切ですが、予習をしてから授業に臨むようにしましょう。次の時間で学習する範囲を読み、
ワークをやっておくと授業内容がスムーズに頭に入ります。


・読書の習慣を身に付けましょう。


６ 定期テスト前の取組についてのアドバイス
・教科書、ノートを見直し、どの授業で何を学んだのかを振り返りましょう。


・漢字の練習や文法の練習問題等、繰り返し何度も練習しましょう。


・教科書ワークの問題を見直しておきましょう。


７ 苦手な人の取組についてのアドバイス
・漢字や文法の練習問題は、完璧に覚えるまで、繰り返し練習することが大切です。


・教科書に傍線を引いたところは、重要な箇所です。ノートと照らし合わせながら、よく見直して
おきましょう。
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２年 技術・家庭（家庭分野） 週１時間          


                                                                             


１ 教科の目標（学習のねらい、身に付けたい力）                         


 ○衣生活の学習では、衣服の着方や働きや選び方、手入れの方法を学習すると共に、布を用いた物の


製作を行い、衣生活の自立を目指します。 
○住生活の学習では、住空間について考え、住居の基本的な機能や、安全を考えた室内環境の整え方


を知り、快適な住まい方を工夫できる能力を育てるようにします。 
○消費生活と環境の学習では、日常生活の中での消費と、それが環境に与える影響を考え、適切な物


資やサービスの選択や購入ができることを目指します。 
 


２ 年間学習計画と単元(題材)               


学


期 
月 題材名・単元名 内容 達成目標(ねらい） 


 


 
 
 
 
１ 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
２ 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


３ 


 


 


４ 


 


 


 


 


 


 


 


６ 


 


 


 


７ 


 


 
９ 


 


10 
11 
 


 


 


 


12 
 


 


 


 


１ 


 


２ 


 


３ 


日常着の活用 


 


 


 


環境に配慮した 


衣生活 


布を用いた物の      


製作 


 


 


 


住まいのはたらき 


 


安全な住まい 


 


 


快適な住まい 


 


 


 


 


 


家庭生活と消費 


商品の購入と選択 


 


 


 


よりよい消費生活    


のために 


 


環境に配慮した 


      生活 


 


 


 


簡単な調理 


・衣服のはたらき 


 


・自分らしく目的に合わ


せた着方 


・環境に配慮した衣生活     


 


・製作の手順と必要な材


料と用具 


・布を用いた物（クロス


ステッチ時計）の製作 


 


・住まいのさまざまな役


割   


・共に住まう 


      


・住まいの安全対策 


・災害への備え 


・室内の空気調節  


 


・住まいと音（インテリ


アデザイン） 


 


・生活に必要な物の流れ 


・商品購入のプロセス 


・消費生活の活用 


・商品の価格 


・販売方法と支払い方法 


・消費生活のトラブル防


止 


・消費者の権利と責任 


・消費者を支えるしくみ 


・環境への影響を考える 


・エネルギーの消費 


・節水と生活排水 


・環境を考えた消費生活 


・調理実習 


・衣服の社会生活上のはたらきを知る。 


・目的に合った衣服について考える。 


・目的に応じた着方や個性を生かす着用の工夫が


できる。 


・資源や環境を考えた衣生活の工夫を考えること


ができる。 


・製作に必要な材料や用具、作製手順、目的に合


った縫い方を理解している。 


・安全に効率よく作業を進めることができる。 


・適切な縫い方や縫い代の始末ができるとともに


生活を豊かにするための工夫ができる。 


・住まいの基本的なはたらきを理解し住まいに必


要な空間とその役割が分かる。 


・家族によって住まい方が違うことが分かる 


・家庭内の事故の種類と原因が分かる。 


・安全を考えた住まい方が分かり、非常時の備え


として必要なものが分かる。 


・室内の空気が汚れる原因を知り健康に配慮した


住まい方の工夫を考えることができる。 


・生活騒音の種類と問題点を理解し、防音対策の


工夫を考えることができる。 


 


・消費生活のしくみが分かる。 


・商品購入のプロセスが分かる。 


・商品の表示やマークの内容が分かる。 


・価格の決まり方が分かる。 


・販売方法と支払い方法、契約が分かる 


・消費生活のトラブルと解決方法が分かる。 


・消費者の権利と責任を理解する。 


・消費生活のトラブルと解決方法が分かる。 


・消費生活と環境との関わりを知る。 


・エネルギーの削減方法が分かる。 


・水の節約や排水の浄化の方法が分かる。 


・環境に配慮した商品の選択ができる。 


 


・簡単な日常食を作ることができる。 
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３ 評価方法                                                                   


各観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 


 


 


・学習内容を理解している。 


・衣・住生活に関わる知識をもっている。 


・宿題の資料の収集ができ、ワークノートやレポートに


まとめることができる。 


・作品の製作において、計画に従って安全に留意し効率


よく進めることができる。 


・作品を美しく作ることができる。 


・定期テストの技能の問題に答えられる。 


・定期テスト 


(知識の問題) 


・宿題の内容 


・作業の進度 


・作品の完成度 


・定期テスト(技能の問題) 


思考・判断・表現 


 


・ワークノートに学習したことを生かして生活の工夫を


記述することができる。 


・宿題に課題をもって取り組み ワークノートやレポー


トに自分の考えや生活の工夫を記入できる。 


・クロスステッチ時計の製作に関し、工夫して作ること


ができる。 


・作品製作を振り返り、今後の生活に生かそうとしてい


る。 


・定期テストの思考・判断・表現の問題に答えられる。 


・ワークノートの意見記述  


と宿題の内容 


・クロスステッチ図案と作


品への工夫  


・ワークノート 


・定期テスト(思考・判断・


表現の問題) 


主体的に学習に取


り組む態度 


 


・ワークノートに学習した内容を記入している。 


・教科書、裁縫道具などの忘れ物が無い。 


・宿題などの提出物を期日に出している。 


・授業(実習)に意欲的に取り組んでいる。 


・定期テストの生活への関心の問題に答えられる。 


・ワークノートの記入 


・忘れ物、宿題等提出物 


・授業への取り組み 


・授業態度 


 


４ 授業の取り組みについてのアドバイス                                     


・教科書、裁縫道具、エプロン、宿題の提出など忘れ物をしない。 
・授業に集中して、ワークノートの記入をするとともに、必要なことはメモを取る。       
・作品の製作において、丁寧に作る。    


 


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス                                                                                
・家庭生活において、衣服の手入れや料理作りなどの仕事に積極的に取り組み、基礎的な技能や知


識を身に付ける。  
・実習の前には、予習として家庭において練習してくるとよい。             
・学習した事柄について長期休業中に実践課題レポートの宿題を出すので、必ず取り組み提出する。                                                                 
・日頃から生活や環境について関心をもって新聞やテレビなどで情報を得るように心掛ける。                                         


 


６ 定期テスト前の取り組みについてのアドバイス                            


・テスト範囲のワークノートを活用し、重要な言葉や数字を書き出したり、蛍光ペンなどでマーク


したりして覚える。    
・授業中のアドバイスをきちんとメモして活用する。                                                                                              


 


７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス 


家庭分野では、将来できるだけ他の人の指示や世話を受けないで自立できるようになるととも


に、他の人たちと支え合って生活できるようになることを目指しています。そのために家庭生活


においても、衣・食・住などの家庭での仕事の手伝いなどを積極的に行い、家族の一員としての


役割を果たしていきましょう。また、支え合いの視点から、地域や社会、自然などの環境も考え


ながら生活することも大切です。視野を広くもち、本や新聞、テレビなどからさまざまな生活に


関する情報を積極的に得るように心掛けていきましょう。                                 
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２年  技術・家庭科 (技術分野) 週 1 時間                             担当 山崎 茂 


 


１  教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力） 


○生活に役立つ技術に関する「基本知識」や「技能」、生活をより良くするための「創造」や「工夫」のしかたを


身に付ける。 


○実際に生活に役立つ作品を取り上げ、製作工程に従って作業を進めます。最後まであきらめず完成を目


指すことにより、達成感や成就感を味わい、ものづくりの喜びを実感する。 


 


2  年間学習計画と単元（題材） 


学期 月 単元名 学習の内容 学習の達成目標（ねらい） 


１ 


学 


期 


４ 


 


 


 


５ 


 


 


６ 


 


７ 


 


 


９ 


 


10 


 


11 


 


12 


 


 


１ 


 


２ 


 


３ 


 


〇生物育成の技術 


 ・作物を育てよう （～６月初旬まで） 


○エネルギー変換の技術 


 ・エネルギーの利用と資源 


 ・変換と効率 


 ・電気に関する基礎知識 


 ・電気機器への利用 


 


 


・電気機器の安全な利用 


 ・保守・点検 


 


☆LED センサライトの製作 


・正しい半田づけの方法 


・回路基板の組立て 


・回路の検査 


  


・本体部の組立て 


・作品の検査 


 


○情報の技術（１） 


 ・生活や社会と情報の技術 


 


 ・情報とコンピュータ 


  


・課題に基づき、育成計画を具体化し、安全適


切に栽培検査する。 成長の様子などを記録


する。 


・収穫レポートをまとめ問題解決の過程と結果


を振り返る。 


・生物育成の技術の見方・考え方について考


え、育成技術の適切な活用について考える。 


 


・エネルギーの変換方法が理解できる。 


・発電方法やエネルギーの変換効率、発電コ


スト、エネルギーの損失について理解でき


る。 


・電気回路の構造やその働きについて理解で


きる。 


 


・電気機器の保守点検や電気機器の安全な


使い方について理解できる。 


・電気機器を安全に利用する仕組みを理解


し、配線や電気機器の組み立てができる。 


 


・情報に関する技術の利用例や利点を整理す


る。 


・身の回りにある情報の技術を利用した機器


やサービスに込められた工夫、見方・考え


方に気付く。 


・処理の流れや手順を表現できプログラムの


制作・確認、デバッグができる。 


・進んで情報の技術と関り、主体的に理解して


技能を身に付ける。 


 


２ 


学 


期 


３ 


学 


期 
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３ 評価方法      


各観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 
・生物の育成やエネルギー変換、コンピュータの活用に必要
な基礎的な技能を身に付け、その技能を安全で適切に活用
している。 


・栽培実習、作品 
・観察 
・定期考査 


思考・判断・表現 
・生活と技術の関わりについて見直し、課題を見つけ、その解
決を目指して自分なりに改良し応用、工夫について考えてい
る。 


・作品 
・作業進度表 
・観察 
・定期考査 


主体的に学習に 
取り組む態度 


・栽 培実 習やエネルギー変 換 、コンピュータの活用 に関
する技 術 について関 心 をもち、生 活 を充 実 ・向 上 する
ために進んで工夫し創造、実践しようとしている。 


・授業態度 
・提出物 
・観察 
・定期考査 


                                                              


４ 授業の取り組みについてのアドバイス                                     
                                                                                 


・技術では何気ない作業の１つ１つの中にも自分で課題を見つけ、自ら考えて工夫しながら作業
を進めてゆくことが大切です。 


例えば、生物育成の育成時の水やりなども、さまざまなことをよく考え試行錯誤をくりかえしな
がら管理作業を進めていくことが重要です。 


    ・普段から授業の説明をよく聞き、重要だと思った点があれば、指示がなくても自らの判断でノ
ートに書き留めるなどの積極的な姿勢が必要です。 


 
                                                                                 


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス                                   
                                                                                 


・技術科では家庭での予習は特に必要ありません。そのかわりにその日に学習した授業内容を 
よく思い出して、復習をしっかりするように心がけてください。                                         


                                         
                                                                                 


６ 定期テスト前の取り組みについてのアドバイス                            
                                                                                 


   ・技術の試験問題には、実習時に説明した作品製作上のポイントや注意点なども出題されます。 
    ・授業で使用したプリントを中心によく復習し、教科書の関連する部分にも目を通しておくように 


しましょう。                                                                                                          
                                                                                 


７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス                                 
                                                                                 


・技術の製作で重要なのは集中してていねいに作業に取り組むことです。 
     この点によく注意し、指示を守って取り組めば必ず良い作品を仕上げることができます。 


あきらめずにがんばって取り組んでください。                                                                              


 


 


 
 


 


  


- 4 -








２年 数 学（習熟度別少人数） 週３時間   
１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力） 


週３時間の希望制「習熟度別少人数クラス」を実施し、授業を行います。少人数を活かし、「数学の基礎学


力の定着とよりきめ細かな指導」、「自分から進んで学習に打ち込む生徒の育成」を目指します。一人ひとり


の生徒の実態に応じて、より細かな指導を行うことにより、全ての生徒が毎時間の授業で「分かった」という


経験を実感して、学習効果とともに学習意欲の向上を図ります。また、通常の授業とは別に、放課後補充教室、


夏季補充教室を通して、既習事項の確認、計算力の充実を図っていきます。知識・技能を身に付けると共に、


自ら考え、判断・表現する力、さらに、それらを生かし、主体的に学習に取り組む態度を養っていくことも目


標としていきます。年度当初は、昨年度の結果を参考に希望を出してもらいクラス編成を行います。単元終了


ごとに、クラス変更の希望を受け付けます。 
 


２ 年間学習計画と単元の評価規準 


学 期 月 題材名・単元名 内 容 達成目標（ねらい） 
 
 
  
 
 
１ 
 
 
 
 
 


 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


 
３ 


４ 
 
 
 
 
５ 
 
６ 
 
 
 
７ 
 
 
９ 
 
 
 
 
 
 
 


10 
 
 


11 
 
 
 


12 
 
 
 
 
１ 
 
 
 


 


第１章 式の計算 
１節 式の計算 
 
（定期テスト） 
２節 文字式の利用 


◎同類項の意味と同類項をまとめる 
◎式の加減法、多項式と数の乗除法 
◎単項式どうしの乗除法 
◎乗除の混じった単項式の計算 
◎文字を用いた式で、数量や数量の関係を表し


たり、説明したりする 


・文字を用いた式に関するいろいろな用


語の意味を理解し、正しく使える。 
・簡単な単項式、多項式での加法、減法、


および、単項式どうしの乗法、除法の


計算ができる。 
・目的に応じ簡単な等式を変形できる。 


第２章 連立方程式 
１節 連立方程式 
２節 連立方程式の利用 


 
（定期テスト） 


◎二元一次方程式とその解の意味 
◎加減法、代入法による連立方程式の解き方 
◎問題を解決するために、数量の関係をとら


え、見通しをもって連立方程式に表す 
◎連立方程式を使って、問題を解決する 


・連立二元一次方程式の必要性と意味と


その解の意味を理解する。 
・連立二元一次方程式の解法を理解する 
・問題解決の場面で連立二元一次方程式


を活用することができる。 
第３章 一次関数 
１節 一次関数 
２節 一次関数と方程式 
３節 一次関数の利用 


 
（定期テスト） 


 
 
 


 


◎一次関数の意味 
◎一次関数の値の変化、変化の割合の意味 
◎一次関数y＝ax＋bのグラフの意味 
◎傾きとグラフ上の1点の座標で式を求める 
◎グラフ上の2点の座標から式を求める 
◎方程式ax＋by＝cのグラフ 
◎連立方程式の解とそのグラフの交点の座標


との関係 
◎事象の中から一次関数を見いだし、一次関数


を用いて問題を解決する 


・一次関数の意味を理解し、身の回りの


事象の中から、一次関数とみられるも


のを見つけることができる。 
・一次関数の特徴を理解し、一次関数の


グラフがかける。 
・直線が与えられているとき、その直線


の式が求められる。 
・具体的な事象を一次関数とみなし、そ


れを問題解決に利用できる。 


第４章 図形の調べ方 
１節 平行線と角 
２節 三角形の合同 
３節 証明 
（定期テスト） 
 
 


◎対頂角の性質 


◎平行線と同位角の関係 


◎平行線と錯角の関係、三角形の内角の和 
◎合同な図形の性質、三角形の合同条件 
◎証明の意味と必要性、仮定と結論の意味 


◎合同条件を使って簡単な図形の性質を証明


する 


・対頂角の性質、平行線と角の関係につ


いて調べる。 
・三角形の内角の和について調べる。 


・三角形の合同条件を明らかにする。 


・合同条件を根拠にした証明の進め方


や図形の性質の調べ方について理


解する。 
第５章 図形の性質と証明 
１節 三角形 
２節 四角形 
 


 


◎二等辺三角形、正三角形、直角三角形の定義


とその性質 
◎いろいろな四角形の定義とその性質、性質の


証明 
◎平行線による等積変形 
◎等積変形を使った作図 


・三角形の合同条件を使って、いろい


ろな三角形の性質を証明し、図形の


性質の調べ方を理解する。 
・いろいろな四角形の性質や平行四辺


形になる条件について理解する。 
・等積変形などについて理解する。 


第６章 箱ひげ図とデータ


の活用 
１節 データの散らばり 
２節 データの傾向と調査 
（定期テスト） 


◎箱ひげ図や四分位範囲の必要性と意味 
◎四分位数や四分位範囲の求め方、箱ひげ図の


かき方 
◎箱ひげ図の読み取り 


・箱ひげ図や四分位範囲などを用いて、


データの傾向をいろいろな視点で考察


する。 
・複数の箱ひげ図を比較して、データの


傾向をいろいろな視点で考察する。 
- 1 -







２ 
 


 
３ 
 


第７章 確率 
１節 確率 
 


◎統計的な確率について、その意味を考える 
◎同様に確からしいの意味と確率の求め方 
◎簡単な場合について確率を求めること 


・確率の必要性と意味を理解し、簡単な


場合の確率を求めることができる。 
・確率を用いて不確定な事象をとらえ説


明することができるようにする。 


総復習   


３ 評価方法 


評価の観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 


○言葉の意味を理解している。 
○定理・公式を理解し、利用した計算ができる。 
○例題の解き方を理解し、計算ができる。 
○法則を理解し、利用した計算ができる。 


・定期テスト  
・小テスト 


思考・判断・表現 


○既習の計算をもとにして、計算方法を考察し、説明する


ことができる。 
○学習した事柄を具体的な場面で利用、説明することがで


きる。 
○学習した事柄を相互に関連付けてみることができる。 


・定期テスト 
・ワークシート、ノート 
・テスト直しレポート 
・単元レポート 


主体的に学習に 
取り組む態度 


○学習した事柄について、学んだことを生活や学習に生か


そうとしている。 
○学習した事柄を利用し、問題解決の過程を振り返って検


討しようとしている。 


・週末の宿題 
・問題集、ノート 
・単元レポート 
・テスト直しレポート 


４ 授業の取り組みについてのアドバイス 


・ 積極的に自分の考えを他の人に発表していけるようにしましょう。友達の考えを聞き、自分の考えを伝えることで、


考えを深め、記憶の定着にもつながります。 
・ 授業ごとに内容理解の確認を行っていきます。始めの１分で前の時間にやったことが言える様に、毎時間の授業の復


習をしっかりと行ってください。小単元ごとに小テストをします。細かな積み重ねをしていきましょう。 
・ 定期考査後に「問題集」や「テスト直しレポート」を提出してもらいます。間違えた箇所や分からなかった箇所は、


丁寧に解き直し、理解するまで学習しましょう。 
・ 質問はいつでも受け付けます。積極的に質問をし、疑問を解決してください。 
・ 「学びの足跡」を記入することで、自分の学習を振り返り、分からなかったこと、もっと知りたいことを明確にして


いきましょう。 
・ 単元の最後に、単元のまとめレポートをノートや「学びの足跡」をもとに作成します。裏には、学習した事柄でもっ


と知りたいことや興味をもったこと等をまとめていきましょう。 
５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス 


・ 宿題は必ずやりましょう。その際、分からなかったところは、そのままにせず、次の日に先生に聞いてください。 


・ 問題集を購入します。授業でも取り扱っていきますが、授業の進行に合わせて取り組んでください。また、


期限を決めて提出を求めます。提出日に遅れないようにしましょう。 


・ 授業が行われた日に必ず復習をしてください。教科書の例題や問を解いたり、問題集を利用するとよいでしょう。 


・ 週末の宿題は、時間を計って取り組みましょう。終わったら、丸付けをして、次にやるとき、何に気を付けるべきか


を振り返りの欄に書きましょう。 


６ 定期テストの取り組みについてのアドバイス 


・ まず教科書、授業で配布されたプリントやノートを見直しましょう。 


・ 問題集のできなかったところに付せん紙をつけ、テスト前までに分かるように繰り返し練習をしましょう。 


分からないところは、放課後補充教室や質問教室で聞いて、復習をしましょう。 


・ 日々の努力が一番大切です。小さな積み重ねが大きな成果を生みます。 


７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス 


・ 計算力を付けることが大切です。「問題集」や「教科書」を利用して、計算力をアップさせてください。できなかった


問題、間違えた問題は、正しく繰り返し練習することが大切です。 
・ 理解できないことがあれば、すぐに質問に来てください。 
・ 多くの問題に取り組み、慣れることが必要です。 
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２年 理 科  週４時間 
                                                                         


１.教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力） 
・自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技術を身
に付ける。 


・観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。 
・自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。 


 
２．年間学習計画と単元(題材) 
 


月 単元名 内  容 達成目標(ねらい） 


４ 
５
６ 
７ 
９ 
10 


化学変化と原子・
分子 
 


・物質の成り立ち 
・物質どうしの化学変化 
・酸素がかかわる化学変化 
・化学変化と物質の質量 
・化学変化とその利用 


・物質は原子や分子からできていることを理解し、記
号で表すことができる。 


・化学変化を、原子や分子のモデルと化学反応式で表
すことができる。 


・酸化と還元のしくみについて理解する。 
・化学変化の前後の質量の総和が等しいことを理解す
る。 


・化学変化には熱の出入りが伴うことを理解する。 
10 
11 
12 
１ 
２ 
３ 


生物のからだの 
つくりとはたらき 


・生物と細胞 
・植物のからだのつくりとはたらき 
・動物のからだのつくりとはたらき 
・刺激と反応 


・生物と細胞について理解し、観察に関する技能を身
に付けさせる。 


・植物のからだのつくりとはたらきについての関係性
を見いだすことができる。 


・動物のからだのつくりとはたらきについての関係性
を見いだすことができる。 


・刺激と反応について理解する。 
４
５ 
６ 
７ 
９ 
 


天気とその変化 ・気象の観測 
・雲のでき方と前線 
・大気の動きと日本の天気 


・気象要素、気象観測、霧や雲の発生などについての基
本的な概念や原理・法則などを理解する。 


・霧や雲の発生、前線の通過と天気の変化などについて
の基本的な原理・法則などを理解する。 


・日本の天気の特徴、大気の動きと海洋の影響、自然の
恵みと気象災害などについての基本的な原理・法則な
どを理解する。 


10 
11 
12 
１ 
２ 
３ 


電気の世界 ・静電気と電流 
・電流の性質 
・電流と磁界 
 


・静電気と放電を関連させ、放射線についてもその性
質と利用について関心をもつことができるようにす
る。 


・電気に関する観察、実験を通じて、回路の各点に流
れる電流や、各部分の電圧について調べる技能を身
に付けるとともに、電流、電圧のはたらきを理解す
る。 


・磁界と磁力線との関係、電流の磁気作用に関する基本
的な概念を観察、実験を通して理解する。 
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３．評価方法                                                                     
評価の観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理
解し、知識を身に付けている。また、観察、実験などに関す
る技能を身に付けている。 


・課題への取組 
・実験観察レポート 
・定期考査 
・小テスト 


思考・判断・表現 自然の事物・現象の中に問題を見いだし、規則性や関係性を
見いだして表現している。また、探究の過程を振り返ってい
る。 


・課題への取組 
・実験観察レポート 
・定期考査 
・小テスト 


主体的に学習に取り
組む態度 


自然の事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返
ったりするなど、科学的に探究しようとしている。 


・課題への取組 
・実験観察レポート 
・振り返りシート 


 
４．授業の取組についてのアドバイス 
（１）日々の授業について 
①忘れ物がないようにしましょう。 


 ②ノートは、後で見直したときに見やすいように書きましょう。 
 ③積極的に考えたり、発言したり、図や文章で表現したりしましょう。 
 
（２）実験・観察について 
 ①理科室の使い方、実験器具の使い方を守りましょう。 
 ②共同実験者と協力して取り組みましょう。 
 ③方法や目的を理解したうえで、観察・実験に取り組みましょう。 
 ④観察・実験の記録をとり、結果から分かることを考えて表現しましょう。 
 
５．家庭学習について 
（１）復習 
 ①その日の授業で使ったノート、プリント、教科書などをもう一度読み、授業の内容を思い出しましょう。 
 ②特に重要な内容は、その日のうちに覚えましょう。 
③時間が経って忘れた頃に再び復習し、何度も繰り返すことで、少しずつ身に付けていきましょう。 


 ④余裕があれば、要点をまとめたノートを作ってみましょう。 
 
（２）宿題 
 ①宿題に取り組むことで、自分自身で定着度を把握しましょう。 
 ②忘れていたこと、分からないこと、難しいことはノートや教科書で調べましょう。 
 ③分からないと思い込んでしまわないで、できるところを取り組みましょう。 
 
６．定期テスト前の取組について 
（１）誰でも、習ったことを忘れます。忘れた頃に復習をすることが効果的です。 
（２）習ったことの確認（記憶のインプット）ができたら、問題を解く練習（記憶のアウトプット）を 


しましょう。 
（３）日頃から勉強をする習慣が大切です。テスト前に限らず、毎日勉強する習慣を付けましょう。 
 
７．苦手な人へのアドバイス  
（１）教科書の太字の語句や、「ここがポイント」を中心に復習しましょう。 
（２）教科書には各単元の最後に「学習内容の整理」のページがあります。要点がまとめてあります。 
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２年 社 会 （週３時間）                             


１  教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力） 


    広い視野に立って、社会に対する関心を高め、諸資料に基づいて多面的・多角的に考察し、 


我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を深め、公民としての基礎的教養を培い、国際社会に 


生きる平和で民主的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う。 


 
２ 年間学習計画と単元(題材)  
＜歴史的分野＞ 


学期 月 題材名・単元名 学習内容 達成目標(ねらい） 


１ 


学


期 


 


２ 


学 


期 


 


３ 


学 


期 


４ 


５ 


６ 


７ 


９ 


10 


11 


12 


1 


2 


3 


 


 


 


・中世の日本と世界 


 


・結び付く世界との


出会い 


 


 


 


・近世の日本と世界 


 


 


 


・近代の幕開け 


 


 


・世界の動きと武家政治の


始まり 


・揺れ動く武家政治と社会 
 
・ルネサンスと宗教改革 
・大航海時代 


 


・天下統一への歩み 


・幕藩体制の確立と鎖国 


・経済の成長と幕政の改革 


 


・近代世界の確立とアジア 


・開国と幕府政治の終わり 


・鎌倉幕府の成立と変遷、南北朝


の動乱と統一、東アジアの国際


関係について理解することがで


きる。また、武家社会と貴族社


会の違いをふまえて中世がどの


ような時代だったのかを理解す


ることができる。 


・世界が結び付きヨーロッパ諸国


による世界進出がなされている


ことを理解している。 


・織田、豊臣による統一事業を理


解する。 


・江戸幕府の成立と鎖国政策、幕


藩政治などを理解する。 


・経済の発達と町人文化や政治


改革を多面的・多角的に考察


し、表現している。 


・市民革命や産業革命の影響につ


いて、多面的・多角的に考察し、


表現している。 


・開国と江戸幕府の滅亡を理解す


る。 
 
＜地理的分野＞ 


学期 月 題材名・単元名 学習内容 達成目標(ねらい） 


１


学


期 


２


学 


期 


 


 


 


３


学


期 


４ 


５


６


７ 


９ 


10 


11 


12 


１ 


 


２ 


３ 


・日本の諸地域 


 


 


 


 


 


 


 


 


・地域の在り方 


 


・九州地方 


・中国・四国地方 


・近畿地方 


・中部地方 


・関東地方 


・東北地方 


・北海道地方 


 


 


・持続可能な社会を目指す


ための、地域の在り方 


・日本の諸地域を自然環境、歴史


的背景、産業、環境問題や環境


保全、人口や都市・村落、生活


・文化、他地域との結び付きの


いずれかの視点からそれぞれの


地域的な特色を捉えることがで


きる。 


 


 


・持続可能な地域の在り方を構想


するために、地域の地理的な課


題を把握し、課題解決のために


必要な取り組みを考え、分かり


やすく説得力のある伝え方で発







信することができる。 
  
３ 評価方法 


各 観 点 評 価 規 準 評価方法 


知識・技能 


・資料を適切に活用して、ワークシートに取り組んでいる。 


・テストにおいて資料から適切な解答ができている。 


・社会的事象についての理解を深め、知識を身に付けている。 


・テーマに沿ったレポートを作成できている。 


・ワークシート 


・小テスト 


・レポート作成 


・定期テストにおける 


資料読み取り問題 


思考・判断・表


現 


・テーマに沿ったレポートに自分の考えを表現することがで


きる。 


・テストにおいて、記述問題に解答できている。 


・作成したレポートやスライドを簡潔にまとめ分かりやすく


発表できている。 


・ワークシート 


・レポート作成 


・定期テストにおける 


記述問題 


主体的に学習に


取り組む態度 


・予習、復習を含めた授業準備をし、授業に臨んでいる。 


・社会の動きを新聞やニュースなどから読み取り理解し関心


をもっている。 


・作成したレポートやスライドに自らの意見や考えをまとめ


られている。 


・提出物 


（ノート、ワークなど） 


・定期テスト 


・レポート発表 


 


４ 授業の取り組みについてのアドバイス 


 ・黒板に書かれたことは、その時間の記録です。ワークシートやノートに必ず書き写しましょ


う。字は丁寧にはっきりと書き、色ペンなどで工夫しまとめましょう。 


・分からないことをそのままにしないで、休み時間や放課後を利用し積極的に質問しましょう。 


 ・タブレットは大変、便利な文房具です。積極的に活用し技能を身に付けましょう。 


 


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス 


・宿題について・・・宿題はやらねばならない課題です。教科書を読んで取り組んでかまいま


せん。丁寧に調べて取り組みましょう。また、普段から漢字を使う努力


をしましょう。 


・復習について・・・授業で学習した部分は、教科書やノートを読み直してその日に復習をし


ましょう。また、ノートの余白に自分の感想や疑問を書きましょう。疑


問に思ったことは、調べたり先生に質問したりしましょう。 


 


６ 定期テスト前の取り組みについてのアドバイス 


・教科書に書かれている内容を理解して、読み込むことが大切です。必ず文章を一読しましょ


う。 


・ノートには授業の要点がまとめられています。ノートを中心に勉強しましょう。 


 ・資料から情報を読み取る問題も出題します。資料集の統計資料や写真などをよく確認してお


きましょう。 


 


７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス  


 ・毎時間の授業では黒板に書いたことを丁寧にノートに書き写すようにしましょう。 


 ・授業の復習を丁寧にやりましょう。（復習のやり方は５で説明した通りです） 


 ・苦手な箇所は、先生や友人に勉強の仕方を聞き、実践するのも一つの手です。 
 








２年 美 術  週１時間                
                                                                             
１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力） 


 


○楽しく美術の活動に取り組み美術を愛好する心情を培い、心豊かな生活を創造していく意欲と態度


を育てる。 
○対象を見つめ感じ取る力や想像力を高め、豊かに発想し構想する能力や形や色彩などによる表現の


技能を身に付け、創意工夫し美しく表現する能力を育てる。 
○自然の造形や美術作品などについての基礎的な理解や見方を広げ、美術文化に対する関心を高め、よ


さや美しさなどを味わう鑑賞の能力を育てる。  
                                                                                 
２ 年間学習計画と単元(題材)     


           


学期 月 単元・題材 内容 達成目標(ねらい） 


1 


・ 


２ 


学


期 


４ 


～ 


10 


＜表現／彫刻＞ 


木彫 


 


＜鑑賞／彫刻＞ 


伝統工芸 


形に込めた思い 


・レリーフの制作をする。 


平面をどう彫り込むと立 


体感が生まれるのか知


る。 


・形に込めた思いについて 


考えたり、伝統工芸につ


いて知る。 


・安全にレリーフの制作をする。 


創造的な表現ができるよう彫刻 


の特性を知り制作し、美しい作品


に仕上げる。 


・表現の一つとしての彫刻について 


学び作者の思いなど考える。 


２ 


・


３ 


学


期 


11 


～ 


３ 


＜表現／デザイン＞ 


ひと目で伝えるための


工夫 


＜鑑賞／生活のデザイ


ン＞ 


・ピクトグラムについて知 


り、デザインする。 


・時代、文化似合ったデザ 


インの世界に目を向け鑑


賞する。 


・伝えたい内容やイメージ、伝え 


る場面などを基に、形や色彩な


どによる伝達の効果を考え、構


想を練り制作する。 


・デザインについて鑑賞し作品に 


反映させる。 


 


３ 評価方法 


 
  各観点      評価規準    評価方法 
知識・技能 ・授業中に行うことに対しての知識を身に付けている。 


・制作用具の基本的な扱い方を理解し、正しく使って自分
の想い通りの作品に仕上げることができる。 


・テーマの意味や素材の特徴を理解し、自分の作品に生か
し仕上げることができる。 


・アイデアスケッチ 
・作品 
・ワークシート 
・定期テスト 


思考・判断・表現 ・ものをよく見る力、気付き発見する力を身に付けること
ができる。 


・豊かな感情や考え、想像力を広げイメージすることがで
きる。 


・新しいもの、斬新なもの、ユニークなものを考え出すこ
とができる。 


・アイデアスケッチ 
・作品 
・ワークシート 
・定期テスト 


主体的に学習に 
取り組む態度 


・より良いものを作り出そうとしている。 
・課題の理解から完成した作品まで、良い表現のため工夫
や方法を導き出そうとしている。 


・自他の作品に愛着をもち大切にしようとしている。 


・授業態度 
・作品 
・ワークシート 
・定期テスト 
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４ 授業の取り組みについてのアドバイス  
○授業の受け方と心構え 


 ・「授業は学びの場」であることを忘れずに、集中して自分の課題、作業に取り組みましょう。また、
他の人の集中のさまたげにならないように注意しましよう。 


○授業に準備するもの                                                              
・教科書・資料集・筆記用具（美術では鉛筆、消しゴムを必ず用意してください。）以上３点が基本
的な持ち物です。その他、用意する物があれば、事前に授業で連絡します。 


 


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス 
・美術に時間は週に１時間しかありません。課題に対しての、アイデアや構想は美術の時間だけでは不
足がちです。授業中で考えたことは家庭学習でまとめておき、次の時間にスムーズに入れるようにし
ておきましょう。 


・普段の生活の中から、課題を常に意識をして「おもしろいもの、たのしいもの、きれいなもの」など、
参考になりそうなものを記憶や記録に留めておきましょう。        


 
６ 定期テスト前の取り組みについてのアドバイス 
 ・美術のテストは課題、目的、内容、実習方法などの授業中の確認事項が主になります。教科書・資


料集・プリント・ワークシート・板書などを復習しておきましょう。    


 


７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス                                 
  ・「絵には自信がなくて、美術は苦手」と思う人がいるかと思いますが、大切なのは「絵が上手」な


ことではなく「より良くなろうと努力する」ことです。表面上の上手、下手に憂うことなく、地道
な努力を重ねましょう。このことが技術面の向上につながり、内面的にも成長することになりま
す。 


 ・技能面も大切ですが、発想の豊かさも重要です。常日頃から自然や物を観察したり、物事について
広く深く考えたり、想像したりする習慣を身に付けましょう。 


  


 


- 2 -








 


２年 英 語 週４時間        
 
１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力）      


外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、簡単な情報や考えな
どを理解したり表現したり伝えあったりするコミュニケーションを図る資質・能力を以下のように育
成することを目標とする。 


（１）外国語の音声や語彙、文法などを理解し、それらの知識を実際のコミュニケーションにおい
て活用できる技能を身に付けるようにする。  


（２）コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題に
ついて、外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり、これらを活用して表現したり伝え合っ
たりすることができる力を養う。  


（３）言語や文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的
に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 


２ 年間学習計画と単元の評価規準  
学期 月 単元 学習内容 達成目標(ねらい) 


 
 
１ 
 
 
 
学 
 
 
 
期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
学 
 
期 
 
 
 
 
 
 


4 
 
 
 
 
 
 
 
 
5 
 
 
 
 
 
 
 
6 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7 
 
 
 
 
 
 
 
 
9 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


Unit 1 
Hajin’s Diary 
 
  
 
Active Grammar 1 
 
 
 
Unit2 
Basketball 
Tournament 
 
 
Active Grammar2 
 
 
Daily Life 1 
 
 
 
Unit3 
Plans for the 
Summer 
 
 
Active Grammar3 
 
 
Daily Life 2 
 
 
You Can Do It! 1 
 
 
 
 
 
Unit6 
Work Experience 
 
 
 
Active Grammar6 
 
 
 
 
 
Active Grammar7 
 
 


・登場人物の日記を読ん
で内容を理解する。  


・1 日の出来事と感想を
日記に書く。  


 
･一般動詞の過去形、be 動
詞の過去形の使い方 
過去進行形 


 
･クラスの友達と好きな
ことやしたいことを伝
え合う。  


 
 
･動名詞､不定詞の名詞的
用法  


 
･電話で何かを頼んだり
応じたりするやり取り
を演じる。  


 
･メールの内容を読み
取ったり、予定や希望
などを伝えるメールを
書く。  


 
･be going to､助動詞 will 
 
 
・空港や機内のアナウン
スから必要な情報を聞
き取る。  


 
･留学生の自己紹介文を
読み各自の興味がある
ことを理解し一緒に楽
しめる観光プランを考
える。  


 
･職場体験のレポートを
読んで内容を理解し、
自分の職場体験につい
てレポートを書く。  


 
不定詞の形容詞的用法  
目的を示す不定詞の副詞
的用法  
原因を示す不定詞の副詞
的用法  
 
接続詞 when if、  
because、that  
 


・日記から、出来事や感想などを読み取ることができ
る。 


・日記に、出来事や感想などを書くことができる。 
 
 
・過去の出来事や状況などを伝える言い方を理解し使う


ことができる。 
 
 


・インタビューから、好きなことなどを聞き取るこ
とができる。  


・好きなことやしたいことなどについて、たずね合
うことができる。  
 


・「～すること」という言い方を理解し、使うこと
ができる。  
 


・電話で何かを頼んだり応じたりすることができ
る。  
 
 


・メールから、予定や希望などを読み取ることがで
きる。  


・予定や希望などを伝えるメールを書くことができ
る。  
 


・未来のことを伝える言い方を理解し、使うことが
できる。  
 


・アナウンスから、必要な情報を聞き取ることがで
きる。  
 
 


・外国からの交換留学生の自己紹介文を読んで、2
人の興味関心があることを知ることができる。  


・2 人の興味関心に応じた観光プランを考えて発表
することができる。  
 
 


・レポートから、職場で体験したことや感想などを
読み取ることができる。  


・職場で体験したことや感想などを伝えるレポート
を書くことができる。  


 
・不定詞の形容詞的用法と副詞的用法を理解し、使


うことができる。  
  
 
 
 
・既習の接続詞を整理して理解し、使うことができ


る。  
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10 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


World Tour 1 
 
 
 
Let’s Read1 
 
 
 
 
Daily Life 3 
 
 
 
 
 
Unit4 
Tour in New York 
City 
 
 
Daily Life 4 
 
 
 
 
 
Active Grammar4 
 
 
 
Unit5 
 
 
 
 
 
Daily Life 5 
 
 
 
 
 
 
Daily Life 6 
 
 
 
 
 
Active Grammar5 
 
 
 
 
Let’s Read2 
Meet Hanyu 
Yuzuru 
 
 
World Tour 2 
 
 
 
 
You Can Do It! 2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


･会話を聞いて温度や長
さや分量や値段について
の情報を聞き取る。  
 
･物語を読んで内容を理
解したり、登場人物の
心情を考えたりする。  


 
 
･飲食店で注文したり何
かを依頼するやり取り
を演じたり、モデルを
参考にして自分たちで
考えたやり取りをする  


 
･ガイドブックを読み取
り、ミニ観光プランを
作る。  


 
 
･道案内のやり取りを演
じたり、モデルを参考
にして自分たちで考え
たやり取りをしたりす
る。  


 
 
S+V+O の文の形  
S+V+O+O の文の形  
 
･防災バッグに入れるも
のを知るために、必要
な情報を聞き取り、何
を入れるかを決めて話
し合う。  


 
･自分のスケジュールを
理解し、複数の掲示板
から自分が必要とする
情報を読み取ってスケ
ジュールに合うイベン
トを探す。  


 
･体調をたずねたり助言
をしたりするやり取り
を演じたり、モデルを
参考にして自分たちで
考えたやり取りをした
りする。  


 
助動詞 can、   will、  
may、   shall、 could、   
would、   must 
 
 
･羽生選手のメッセージを
理解するとともにインタ
ビュー記事の概要を確認
し、感想を話し合う。 


 
･写真の順序に合うように
説明文の順序を考え、音
声を聞いてその順序を確
認する。 


 
・職業についてのコメント
を読みペアで話し合って
どの職業かを当てる。 


 
･グループごとに職業診断
のチャートを作り職業診
断のやり取りをする。 


 
 
 


・日本とは異なる単位について知ることができる。  
 
 
 


・物語から、出来事の経過を読み取ることができ
る。  


 
 
 
・飲食店で、注文したり何かを依頼したりすること


ができる。  
 
 
 
 
・ガイドブックから、施設やできることなどを読み


取ることができる。  
・施設やできることなどを言って場所を紹介するこ


とができる。  
 
・行き方をたずねたり教えたりする、道案内のやり


取りができる。  
 
 
 
 
 
・動詞の目的語について理解し、使うことができ


る。  
  
・防災バッグに入れるものの説明を聞き、何を入れ


るのかを聞き取ることができる。  
・防災バッグに入れるものを決め、話し合いをする


ことができる。  
 
 
・複数の掲示板から、自分が必要とする情報を読み


取ることができる。  
 
 
 
 
 
・体調をたずねたり、助言をしたりするやり取りが


できる。  
 
 
 
 
 
・既習の助動詞を整理して理解し、使うことができ


る。  
 
 
 
・インタビュー記事から、人物の経歴や思いを読み


取ることができる。  
 
 
 
・世界で活躍する人たちについて知ることができ


る。  
 
 
 
・職業についてのコメントを読み、どの職業かを当てる


ことができる。 
・職業診断のチャートを作り、職業診断のやり取りをす


ることができる。 
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３  
 
学  
 
期  


1 
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３  
 
 
 
 
 
 


Unit7 
Amazing 
Australia 
 
 
 
 
Daily Life 7 
 
 
 
 
Active 
Grammar8 
 
 
Unit8 
Staging a 
Musical 
 
 
 
 
Active 
Grammar9 
 
Daily Life 8 
 
 
 
Let’s Read3 
 
 
 
 
 
World Tour 3 
 
 
 
 
You Can Do It! 3 
 
 
 
 
 
 
 
 


グレート・バリア・リーフ
を紹介した記事を読んで、
その特色などを読み取る。 
 
･自分の町の名所や名物な
どを伝える紹介文を書く 


 
･音声案内を聞いて内容に
合うポスターを選んだ
り、各県の案内情報を読
んで観光客の要望に合う
県を見つけたりする。 


 
比較級 最上級 同等比較
（as ～ as） 
 
･学級新聞の記事から、作
品紹介のおおまかな内容
を 読み取る。 


･友達にすすめたいお気に
入りの作品を紹介し合
い、友達が紹介した作品
に興味をもつ。 


 
受け身の文 
 
･音声ガイドから、絵画
のおおまかな情報を聞
き取る。  


 
･絵文字の概要と筆者の
意見を読み取るととも
に、説明文の概要を確
認し、絵文字について
話し合う。  


 
･世界遺産の紹介を聞い
て、それがある場所や
紹介に出てきた語句や
数字を聞き取る。  


 
･インタビューから「日
本でおもしろいと思っ
たもの」を聞き取る。  


 
･ペア対ペアで、日本で
おもしろいものを紹介
し、何を紹介している
かを当て合うクイズを
する。  


･ 観光紹介の記事から、名所や特色などを読み取ること
ができる。 


・町の名所や名物などを伝える、紹介文を書くことがで
きる。 


 
 
 
・音声案内から、おおまかな情報を聞き取ることができ


る。 
・観光案内情報から、必要な情報を読み取ることができ


る。 
 
 
・比較表現を理解し、使うことができる。 
 
 
・学級新聞から、作品紹介のおおまかな内容を読み取る


ことができる。 
・作者やおおまかな内容などを言って、好きな作品を紹


介することができる。 
 
 
 
 
・受け身の文について理解し、使うことができる。 
 
・音声ガイドから、絵画のおおまかな情報を聞き取るこ


とができる。 
 
 
・説明文から絵文字の概要を読み取ることができる。 
 
 
 
 
 
・いろいろな国の世界遺産について知ることができる。 
 
 
 
 
・外国人旅行者のインタビューから、日本でおもしろい


と思ったものを聞き取ることができる。 
・日本のおもしろいものを紹介するクイズをすることが


できる。 
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３ 評価方法                                                                            


各観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 


・英語の単語や語句、文法など英語の特徴やきまりに
ついての基本的な知識を身に付けている。（知識） 


・既習事項を用いて、コミュニケーションに支障がな
い程度に正確に話したり、書いたり、聞いたり、読
んだりすることができる。（技能） 


定期テスト、単語テスト、英文テ
スト、リスニングテスト、 
パフォーマンステスト（音読テス
ト、チャットテスト、スピーチな
ど） 


思考・判断・表現 


・目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題
や社会的な話題について、外国語で簡単な情報
や考えなどを理解したり、これらを活用して表
現したり伝え合ったりすることができる。  


定期テスト、リスニングテスト、
パフォーマンステスト（口頭テス
ト、音読テスト、チャットテス
ト、スピーチなど）、ワークシー
ト 


 
主体的に学習に取
り組む態度 
 


・目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題
や社会的な話題について、外国語で簡単な情報
や考えなどを理解しようとしたりこれらを活用
して積極的に表現しようとしたり、伝え合おう
としたりしている。  


定期テスト、パフォーマンステス
ト（口頭テスト、音読テスト、
チャットテスト、スピーチな
ど）、授業中の観察、実技テスト
中の観察、ワークシート、提出物 


 
４ 授業の取り組みについてのアドバイス 
 ・英語も日本語と同じ言葉です。間違えを恐れずに、まずは英語を使ってみる（英語を自分で発し


てみる・英語でコミュニケーションをとってみる、など）ことが大切です。文法が完璧に合って
なくても、堂々と伝えようとすれば、案外伝わることが多いです。 


・自分だけでわからない場合は、まわりの人（友達や先生）にどんどん聞いてみましょう。わかる 
人にとっても、「ほかの人が理解できるように教える」ことで理解を促進させることができます。 


・完璧に英文が理解できたら、音読をしましょう。音読することで、英語の正しい発音やリズムが
身につくだけでなく、長文読解やリスニング対策にもつながります。 


 
５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス 


・自分にとって必要な学習内容を考えながら、自主学習のマイテーノート（毎回提出ノート）に取り組み 
ましょう。最初はまわりの友達の勉強方法を真似しながら様々な学習方法を試してみることで、自分に
とって効率がよい方法を見つけられるようになるはずです。 


・４にも書いた通り、言語学習には音読がとても大切です。意味や文法事項が理解できている英文を、家庭
でも自主的に、何度も繰り返し声に出して読むことが、様々な力につながります。 


・音読練習したものを参考に、自分で新しい英文を作って声に出したり書いてみるとさらに効果的です。 
 
６ 定期テスト前の取り組みについてのアドバイス 


・まずは単語。今まで習った英単語の意味がわかる（できれば書けたほうが良いでしょう）ようになる必
要があります。普段からコツコツ取り組みましょう。次は今回の試験範囲の文法事項を理解し、問題が
解けるかの確認をしましょう。（特にプリントやワークの間違えたところは何度も取り組みましょう） 


・長文対策・リスニング対策や文法の定着のためには、日々の音読がとても大切です。（上の４、５にも
書いてあります） 


 
７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス 


・まずは単語の意味がわかれば、大体の英文のイメージはつきます。単語の意味が分からないと、いくら文
法のルールがわかっていても英文を理解することはできません。何度も繰り返し、英単語を覚えましょう。 


・また、英語の語順は日本語と全く違うので、慣れていきましょう。 
・英語は積み重ねの教科（１年生で習ったことが２年生でも出てきて、２年生で習ったことが３年生でも出
てきます）です。わからないこと、できないことは決して恥ずかしいことではないので、つまずいた時に
すぐ、まわりの人を頼りながら解決していくことがとても大切です。 


・音読練習に取り組みましょう。教科書の本文だけでいいので、文法事項などが分かるようになったら、す
らすら読めるようになるまで大きな声で繰り返し練習しましょう。短時間でもよいので、 毎日取り組む
と効果が出ます。 
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２年 音 楽  週１時間                       
 


１ 教科の到達目標（学習のねらい、身に付けたい力）                         


  ○みんなで音を出すことの楽しさを体験し、音や音楽に対する関心をもち、豊かに音楽を感じる心


を育む。 


○音楽表現の豊かさや美しさを感じ取って表現するための基礎となる、発声の仕方や楽器の奏法な


どを身に付け、表現する。 


○日本の心の歌や日本の伝統的な音楽、和楽器に触れることによって、古くから受け継がれてきた


日本人の心を感じ、表現する態度を養う。 


 


２ 年間学習計画と単元(題材)  


 
 
 


学
期 月 題材名・単元名 内容 達成目標（ねらい） 


 
 
 
１


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３


 
 


４ 
 
 
 
５ 
 
 
 
６ 
 
 
 
７ 
 
９ 
10 
 
 
11 
 
12 
 
 
12 
１ 
 
 
 
２ 
３ 
 


歌唱「夏の思い出」 
 
 
アルトリコーダー 
「アメージンググレイ


ス」 
鑑賞「交響曲第５番 
『運命』」 
 
鑑賞「オーケストラ鑑賞


教室」 
 
合唱 
課題曲「時の旅人」 
 
混声合唱  


課題曲・自由曲 
 
箏「荒城の月」 
 
 
鑑賞「勧進帳」 
 
器楽 
アルトリコーダー 
「中級課題」 
 
鑑賞「歌劇『アイーダ』」 
 
 
歌唱「日本の歌」 
 
 
器楽：ギター 
「中級課題」 


・歌詞の内容を理解して、曲に


ふさわしい表現を工夫する。 
 
・アルトリコーダーの低い音の


奏法を習得する。 
 
・動機や主題の反復や変化、ソ


ナタ形式に注目して名曲「運


命」のよさを味わう。 
・オーケストラの楽器について


興味を持ち、生の演奏を鑑賞


する。 
・各声部の役割や音の重なり方


の特徴を感じ取り、意欲的に


表現する。 
・合唱コンクールに向けて、ク


ラス一丸となって課題曲、自


由曲を豊かに歌う。 
・日本の伝統的な音楽に興味を


もち、後押しの奏法を用いて


弾く。 
・日本の伝統芸能に親しみ、そ


のよさを味わう。 
 
・アルトリコーダーでアンサン


ブルの楽しさを味わおう。 
 
・独唱、合唱、オーケストラと


曲想との関わりを見て聴いて


味わう。 
・歌詞の内容を理解して、曲に


ふさわしい表現を工夫する。 
 
・ギターの基本的な奏法を習得


する。 


・歌詞が表す情景や心情と曲想を感


じ、曲にふさわしい表現を工夫す


る。 
・アルトリコーダーで低い音を出すた


めの息の入れ方と運指を習得する。


・動機やソナタ形式による作曲方法に


関心の持ち、音楽の良さや美しさを


味わって聴いている。 
・生の演奏の音の響き、各曲に対する


関心をより一層深める。 
 
・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との


関わりについて関心を持ち、歌唱表


現を工夫する。 


・声部の役割を生かした音楽表現を 


するために必要な発声、発音、呼吸


法などの技能を身に付けて歌う。 


・箏の奏法を理解し、音色の変化を味


わう。 
・声や楽器の音色、言葉の抑揚、旋律、


速度、リズムなどの特徴を感じ取


り、歌舞伎音楽のよさや美しさを味


わって聴いている。 
・音の混ざり合いと曲の構成を理解し


て音を合わせる。 
 
・独唱、合唱、オーケストラが生み出


す特質や雰囲気を感受し、根拠をも


って批評する。 
・歌詞が表す情景や心情と曲想を感


じ、曲にふさわしい表現を工夫す


る。 
・楽器の音色や響きと奏法との関わり


を理解し基礎的な奏法を身に付け
る。 
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３ 評価方法                                                                     


評価の観点 評価規準 評価方法 


知識・技能 


・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりを理解して
いる。 


・正しい奏法で演奏することができる。 
・基本的な発声法で、豊かに声を響かせて歌うことがで


きる。 
・創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能


を身に付けている。 


・授業プリント 
・実技テスト 
・定期考査 


思考・判断・表現 


・音楽を形づくっている８要素を知覚し、それらの働き
が生み出す特質や雰囲気を感受している。 


・知識や技能を得たり生かしたりしながら歌唱や器楽表
現を創意工夫している。 


・音楽を形づくっている８要素を知覚し、知覚したこと
を感受して、まとまりのある創作表現を創意工夫して
いる。 


・楽曲の時代背景やその特徴をとらえ、音楽を自分なり
に評価しながら、よさや美しさを味わって鑑賞してい
る。 


・授業プリント 
・実技テスト 
・定期考査 


主体的に学習に取
り組む態度 


・音や音楽、音楽文化に興味をもち、主体的、協働的に
表現する活動に取り組んでいる。 


・主体的、協働的に音楽を鑑賞し、学習活動に取り組も
うとしている。 


・授業態度 
・提出物 
・授業プリント 
・定期考査 


 


４ 授業の取り組みについてのアドバイス                                       


  ・教科書２冊、マイソング、ファイル、アルトリコーダー、 


筆記用具の忘れ物をしない。（すべてバッグに入れてロッカーに置いておく。） 


 ・積極的に授業を受け、授業中に私語をしない。 


 ・課題に前向きに取り組む。 


  


５ 家庭学習の進め方についてのアドバイス                                     


 ・歌唱、合唱曲については歌詞を読み、歌詞の理解を深める。 


 ・鑑賞した楽曲などは背景や特徴について調べ学習をする。 


 ・ワークシートや教科書を使って復習をする。 


 


６ 定期テスト前の取り組みについてのアドバイス                              


・授業で配布されたプリントを覚える。 


 ・歌詞や作詞作曲者、音楽用語などの基本的事項を覚える。 


 ・音楽を形づくっている８要素について理解をして覚える。 


 


７ 苦手な人の取り組みについてのアドバイス 


 ・歌うことが苦手、リコーダーが苦手など、苦手意識をもっている人は、失敗や間違えを恐れずに


何度も練習しましょう。できないことを隠すのではなく、積極的に授業で質問してください。ど


こでつまずいているのか分かれば、アドバイスすることもできます。 


・上手な人の近くで練習するのも良い方法です。 


・苦手な人ほど積極的に前向きに授業に取り組みましょう。 
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